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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合証
明書）をご覧ください。

はははじじじめめめににに
このロータリー・カッティング・デッキは、乗
用型の装置に取り付けて使用する専門業務用の
製品であり、そのような業務に従事するプロの
オペレータが運転操作することを前提として製
造されています。この製品は、集約的で高度な
管理を受けているスポーツフィールドや商用目
的で使用される芝生に対する刈り込み管理を行
うことを主たる目的として製造されておりま
す。本機は、雑草地や道路わきの草刈り、農業
用地における刈り取りなどを目的とした機械
ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、また Toro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
は Toro カスタマーサービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。モデ
ル番号とシリアル番号はカッティングユニット
後部のカバーの下に取り付けた銘板に表示さ
れています。いまのうちに番号をメモしてお
きましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 1を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付していま
す。破損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

104-1086104-1086104-1086

1. 刈高

93-781893-781893-7818

1. 警告：ブレード･ボルト/ナットは115～149 Nm （11.7～15.2
kg.m）にトルク締めする；トルク締めの方法についてはオペ
レーターズマニュアルを読むこと。

116-1716116-1716116-1716

1. 燃料 6. アワーメータ

2. 空 7. PTO

3. 半分 8. 駐車ブレーキ

4. 満 9. ニュートラル

5. バッテリー 10. オペレータプレゼンス･ス
イッチ

117-4764117-4764117-4764

1. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 手や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

3. 足の切断の危険： 可動部に近づかないこと。すべてのガー
ド類を正しく取り付けて使用すること。
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組組組みみみ立立立ててて
そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

CE 用ステッカー 1 CE諸国の規格に適合させる場合にカッティング･デッキに
貼付する。

オペレーターズマニュアル 1 運転前によく読んでください。

パーツカタログ 1 交換部品のお求めにお使いください。

キキキャャャリリリアアアフフフレレレーーームムムををを調調調整整整すすするるる（（（グググ
ララランンンドドドマママスススタタターーー 3500-D3500-D3500-D ととと 3500-G3500-G3500-G
のののみみみ）））

フフフロロロンンントトト・・・カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキををを調調調整整整すすするるる

前カッティング･デッキと後カッティング･デッ
キではアームへの取り付け位置が異なります。
前カッティング･デッキには2ヶ所の取り付け位
置があり、刈り高とデッキに必要な回転角度に
よって取り付け位置を選びます。

1. 刈り高設定を 20～76 mm として使用する場
合には、前側の低い取り付け穴にキャリア･
フレームを取り付けます（図 2）。

注注注 カッティング･デッキをこの位置に取り
付けておくと、急な上りマウンド状の地形
に対してデッキがより高く移動することが
できます。ただし、マウンドの頂上部を乗
り越えるときの、チェンバとキャリアとの
間の隙間は小さくなります。

図図図 222

1. 前デッキ用取り付け穴（上
穴）

3. 後デッキ用取り付け穴

2. 前デッキ用取り付け穴（下
穴）

2. 刈り高設定を 63～102 mm として使用する場
合には、前側の高い取り付け穴にキャリア･
フレームを取り付けます（図 2）。

注注注 カッティング･デッキをこの位置に取り付
けておくと、チェンバの位置が高くなる分だ
けキャリアとの間の隙間は小さくなります
が、上方への移動距離は小さくなります。

後後後ろろろのののカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキののの調調調整整整

前カッティング･デッキと後カッティング･デッ
キではアームへの取り付け位置が異なります。
後カッティング･デッキの取り付け位置は一箇
所のみで、フレーム下のサイドワインダーに整
列させて取り付けます。

後カッティング･デッキは、刈り高に関係な
く後側の取り付け穴を使って取り付けます
（図 2）。
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刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
重重重要要要 こここのののカカカッッッテテティィィンンングググ･･･デデデッッッキキキをををリリリーーールルル式式式ののの芝芝芝
刈刈刈りりり機機機ととと同同同じじじ刈刈刈りりり高高高ににに設設設定定定しししたたた場場場合合合、、、実実実際際際ののの刈刈刈
りりり高高高はははリリリーーールルルモモモアアアよよよりりりももも約約約 666 mmmmmm 低低低くくくなななるるるのののががが
普普普通通通ででですすす。。。従従従っっっててて、、、同同同じじじ場場場所所所ををを同同同じじじ刈刈刈りりり高高高ででで刈刈刈
りりりたたたいいい場場場合合合にににははは、、、こここのののデデデッッッキキキののの刈刈刈りりり高高高設設設定定定ををを 666
mmmmmm 高高高くくくすすするるるここことととををを考考考慮慮慮しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 後後後カカカッッッテテティィィンンングググ･･･デデデッッッキキキににに作作作業業業ををを行行行ううう場場場合合合
にににははは、、、トトトラララクククタタタかかかららら外外外しししててて行行行ううう方方方がががずずずっっっととと簡簡簡単単単
ででですすす。。。サササイイイドドドワワワイイインンンダダダ（（（Sidewinder®Sidewinder®Sidewinder®）））ををを装装装備備備ししし
ててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググ･･･デデデッッッキキキををを右右右側側側
にににスススララライイイドドドさささせせせ、、、後後後カカカッッッテテティィィンンングググ･･･デデデッッッキキキををを外外外
ししし、、、機機機体体体ののの右右右側側側ににに引引引ききき出出出すすすのののががが最最最ももも簡簡簡単単単ででですすす。。。

1. カッティング･デッキを降下させ、エンジン
を止め、スイッチからキーを抜き取る。

2. 各刈り高ブラケットを刈り高プレート（前
と右と左）に固定しているボルトをゆるめ
る（図 3）。

3. まず前から調整を始めるので、ボルトを外
す。

図図図 333

1. 刈高ブラケット 3. スペーサ

2. 刈高プレート

4. チェンバを支えておきながらスペーサを取
り外す（図 3）。

5. 希望の刈り高にチェンバを合わせ、その
刈り高の穴とスロットにスペーサを通す
（図 4）。

図図図 444

6. プレートとスペーサを整列させる。

7. ボルトを仮止め（指締め）する。

8. デッキの左右でも上記 4-7の調整を行う。

9. 全部のボルトを 30 ft-lb （4.2 kg.m）に
トルク締めする。必ず、前のボルトを先に
締めること。

注注注 刈り高の変更が38 mm 以上の場合（例え
ば 31 mm から 70 mmへ変更する場合）に
は、一度に変えるのでなく、中間の刈り高に
一度セットして、それから目的の刈り高に変
えるというように 2 段階で変更しないと、
スペーサがうまく入らない場合があります。

ロロローーーラララ･･･スススクククレレレーーーパパパ（（（オオオプププシシショョョンンン）））
ののの調調調整整整
オプションの後ローラ･スクレーパは、ローラ
と平行に、0.5～1.0 mm の隙間を開けてセット
するのが最も良い設定です。

1. グリス・ニップルと取り付けねじを外す
（図 5）。

G011346

1

2
3

図図図 555

1. ローラ・スペーサ 3. グリス・ニップル

2. 取り付けネジ

2. スクレーパを上下させて、ロッドとローラ
との間のすき間を0.5～1.0 mm に調整する。

3. グリス・ニップルとねじを交互に締め付けな
がら、最終的に30 ft-lb（41 Nm=4.2 kg.m）
にトルク締めする。

マママルルルチチチンンングググ･･･バババッッッフフフルルル（（（オオオプププシシショョョンンン）））
ののの取取取りりり付付付けけけ
1. チェンバの後壁および左側面の壁について

いる取り付け穴を十分に清掃して異物を取
り除く。

2. 後部の取り付け穴にマルチング・バッフル
を取り付け、フランジ・ヘッド・ボルト 5
本で固定する（図 6）。
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G011347

1

図図図 666

1. マルチング・バッフル

3. どのマルチング・バッフルもブレードに触
れていないこと、また後チェンバ壁面の内側
にはみ出ていないことを確認する。

警警警告告告

ハハハイイイリリリフフフトトト・・・ブブブレレレーーードドドでででののの刈刈刈りりり込込込みみみにににマママルルル
チチチンンングググ・・・バババッッッフフフルルルををを使使使用用用しししてててはははななならららななないいい。。。
ブブブレレレーーードドドががが折折折れれれててて人人人身身身事事事故故故にににいいいたたたるるる危危危険険険ががが
あああるるる。。。

製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

寸寸寸法法法諸諸諸元元元（（（概概概算算算値値値）））

長さ 86.4 cm

幅 86.4 cm

高さ 24.4 cm（キャリア・マウントまで）
267 mm（刈高 18 mm のとき）
349 mm（刈高 10 mm のとき）

重量 88 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

Toro が認定した各種のアタッチメントやアク
セサリがそろっており、マシンの機能をさらに
広げることができます。詳細は弊社の正規サー
ビス･ディーラ、または代理店へお問い合わせ
ください；弊社のウェブ･サイト www.Toro.com
でもすべての認定アタッチメントとアクセサリ
をご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

ブブブレレレーーードドドののの選選選択択択

標標標準準準コココンンンビビビネネネーーーシシショョョンンン･･･セセセーーールルル

草の状態に関係なく、非常に効率よく草を立た
せ、刈りかすをきれいに分散させます。立ち上
げをより強く（あるいは弱く）、また排出速度
をより強く（あるいは弱く）したい場合には、
別種類のブレードの使用を考慮してください。

特特特徴徴徴：：： ほとんどの条件で効率よく草を立た
せ、刈りかすをきれいに分散させる。

山山山形形形セセセーーールルル

このブレードは、一般的には低い刈り高（19
mm～64 mm）に向いています。

特特特徴徴徴：：：

• 刈り高を低くしても、刈りかすが均一に
散る。

• 刈りかす左側へ片寄る傾向が抑えられる
ので、バンカーやフェアウェイの周りがき
れいに見える。

• 密集した芝で刈り高が低い方が小さなパ
ワーで刈れる。

ハハハイイイリリリフフフトトト平平平行行行セセセーーールルル

高い刈り高（50 mm～100 mm）に向いています。

特特特徴徴徴：：：

• 上昇気流も排出速度も大きい。

• 密度の低い芝生や柔らかい芝生で刈り高
を高くしたときに、芝草をしっかりと立た
せる。

• 濡れてくっつきやすくなった刈りカスを効
率良く排出し、デッキが詰まりにくい。

• 運転に大きなパワーを必要とする。

• 刈りかすが左側へ片寄る傾向が強いので、
刈り高が低いと刈りかすが畝状にたまりや
すい。

警警警告告告

ハハハイイイリリリフフフトトト・・・ブブブレレレーーードドドでででののの刈刈刈りりり込込込みみみにににマママルルルチチチンンン
グググ・・・バババッッッフフフルルルををを使使使用用用しししてててはははななならららななないいい。。。ブブブレレレーーー
ドドドががが折折折れれれててて人人人身身身事事事故故故にににいいいたたたるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

アアアトトトミミミッッッククク・・・ブブブレレレーーードドド

落ち葉のマルチングに素晴らしい性能を発揮す
るブレードです。

特特特徴徴徴：：： 落ち葉のマルチングに最適

ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみははは芝芝芝ががが乾乾乾いいいててていいいるるる時時時ににに

刈り込みは、朝露を避けて遅めの午前中か、直
射日光を避けて午後遅くに行いましょう。露が
あると草がかたまりになりやすく、また刈り
たての草は強い直射日光に当たるとダメージ
を受けます。

条条条件件件ににに合合合っっったたた刈刈刈りりり高高高ののの設設設定定定ををを

一度に切り取る長さは25 mm以内に抑えましょ
う。草丈の1/3 以上は刈り取らないのが原則
です。成長期の密生している芝生では刈り高
設定をさらに一目盛り上げる必要があるかも
しれません。

いいいつつつももも鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドををを使使使うううこここととと

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいで
す。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪く
し、また病気にもかかりやすくなります。ブ
レードの状態が良いこと、また、セール部分に
まったく欠落がないことが大切です。

デデデッッッキキキのののコココンンンデデディィィシシショョョンンンををを確確確認認認しししままましししょょょううう

デッキのチェンバ（ブレードのある空間）を良
いコンディションに維持してください。チェン
バの内部が曲がっていたりしたら、元通りに修
正し、ブレードとチェンバの壁との間に十分な
すきまを確保してください。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検

きれいな刈りあがりを維持するために、カッ
ティング･デッキの裏側をきれいに洗浄してく
ださい。刈りカスがこびりつくと、刈り込みの
性能が十分に発揮されなくなります。
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アアアクククセセセサササリリリののの選選選択択択

オオオプププシシショョョンンン機機機器器器ののの構構構成成成

アアアンンングググルルル・・・セセセーーールルル・・・ブブブレレレーーードドド ハハハイイイリリリフフフトトト平平平行行行
セセセーーールルル・・・ブブブレレレーーードドド
マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルルととと
同同同時時時ににに使使使用用用しししななないいいこここととと

マママルルルチチチンンングググ・・・バババッッッフフフルルル ロロローーーラララ・・・スススクククレレレーーーパパパ

刈高： 19～44 mm ほとんどの場合に推奨 密度の低いまたはまば ら
な草地で使用可能

刈高： 50～64 mm 密度の高いまたはよく 繁
茂した草地に推奨

密度の低いまたはま ばら
な草地に推奨

刈高： 70～100 mm よく茂った草地で使用 可
能

ほとんどの場合に推奨

寒地型の芝草を少なく
とも週 3 回刈る （草丈
の1/3 以上を切 り込ま
ない）場合に刈りカスの
分散をきれいにする。
ハハハイイイリリリ フフフトトト・・・パパパラララレレレルルルセセセーーー
ルルル・・・ブブブレレレーーードドドににに使使使用用用しししななないいい
こここととと

落ち葉のマルチング マルチング・バッフルの使
用を推奨

使使使用用用禁禁禁止止止 コンビネーション・セール
またはアングル・セール・
ブレードとのみ使用可能

ローラに刈りかすがこびり
つく、刈りかすが広く平ら
にかたまって残るなどの
場合にはいつでも使用 し
てよい。場合により、刈り
かすの塊が 増える場合
がある

長所 低い刈高で均一な排出
バンカーやフェアウェイま
わりでの仕上がりがきれい
パワー消費が少ない

草をしっかり立た
せ、排出力も強い
密度の低いまばらな
ターフを高い刈高で
刈り込むことができる
ぬれてべたつく刈りかすも
効率よく排出する

用途により刈りかすの分
散をきれいにし刈り上がり
を美しく見せることができ
る。落ち葉のマルチングに
非常に効果がある。

ローラへの刈りかすのこ
びりつきを減らす

短所 刈高が高いと十分に
草を立たせられない
草がぬれているとデッ キ
裏側にこびりついて刈り
上がりが悪くなりパワー消
費も増える

用途によってはパワー
消費が大きくなる
旺盛に成長した草を
低く刈ると刈りかすがうね
状にあつまる傾向が出る
マママルルルチチチンンングググバババッッッフフフルルルととと一一一
緒緒緒ににに使使使用用用しししななないいいこここととと

一度に大量の草を処理し
ようとするとデッキ内部に
たまりを作る
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用するごとまたは毎日 • ブレードの停止に要する時間を確認します。

50運転時間ごと • ベアリングのグリスアップ

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララ
グググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

カカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキ・・・サササーーービビビスススラララッッッ
チチチののの使使使用用用方方方法法法（（（グググララランンンドドドマママスススタタターーー
3500-D3500-D3500-D ととと 3500-G3500-G3500-G のののみみみ）））
カッティング･デッキの整備を行う際には、事
故防止のために整備用ラッチを使用してくださ
い。

1. サイドワインダーを使ってデッキを中央に
セットする。

2. カッティングデッキを移動走行位置に上昇
させる。

3. 駐車ブレーキをセットし、エンジンを止め
る。

4. 前のキャリア･フレーム･リテーナからラッ
チのロッド（図 7）を外す。

図図図 777

1. 整備用ラッチのフック

5. 前カッティング･デッキの外側を持ち上げ、
運転台前部のフレームについているピンに
ラッチを掛ける（図 7）。

6. 運転席に座りし、エンジンを始動させる。

7. カッティングデッキを刈り込み位置に下降
させる。

8. エンジンを止め、キーを抜き取る。

9. カッティング･デッキを外す時は上記と逆
の手順で行う。

ベベベアアアリリリンンングググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

各カッティング･デッキについているスピンド
ルに2ヶ所のグリス･ニップルがあります。どち
らのニップルからグリスを注入してもかまいま
せん。通常の使用では 50 運転時間ごとに、リ
チウム系汎用2号グリスまたはモリブデン系グ
リスを使って、ブレード･スピンドル・ベアリ
ング（図 8）の潤滑を行います。スピンドル･
ハウジングの底（デッキの下にあります）から
少量のグリスがはみ出てくるまでポンプでグリ
スを注入してください。

図図図 888
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各カッティング･デッキについている後ローラ
ごとに2ヶ所のグリス･ニップルがあります。通
常の使用では 50 運転時間ごとに、リチウム
系汎用2号グリスまたはモリブデン系グリスを
使って、後ローラ・ベアリング（図 9）の潤滑
を行います。

G011349

図図図 999

重重重要要要 ロロローーーラララマママウウウンンントトトのののグググリリリススス注注注入入入用用用溝溝溝ととと、、、ロロローーー
ラララシシシャャャフフフトトト端端端部部部のののグググリリリススス注注注入入入穴穴穴をををそそそろろろえええててて注注注
入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。ロロローーーラララシシシャャャフフフトトトののの片片片方方方ののの端端端
部部部ににに合合合わわわせせせマママーーークククがががつつついいいててていいいままますすすのののででで、、、こここれれれ
ををを利利利用用用すすするるるとととよよよいいいでででしししょょょううう。。。

カカカッッッテテティィィンンングググ･･･デデデッッッキキキののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、カッティング･デッ

キを降下させ、エンジンを停止して駐車ブ
レーキを掛ける

2. デッキから油圧モータを外す（図 10）。異
物がつかないように、スピンドル上部にはカ
バーを掛けておく。

図図図 101010

1. モータ取り付けねじ

3. デッキのキャリア・フレームを昇降アーム
のピボット・ピンに固定しているリンチ・ピ
ン（GM4700の場合はリテーナ・ナット）を
外す（図 11）。

図図図 111111

1. リンチ・ピン 2. 昇降アームのピボット･ピン

4. トラクションユニットからカッティング･
デッキを引き出す。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトへへへのののカカカッッッテテティィィンンン
グググ･･･デデデッッッキキキののの取取取りりり付付付けけけ
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止する。

2. カッティング･デッキをトラクションユニッ
トの前に置く。

3. デッキのキャリア･フレームを昇降アームの
ピボット･ピンにセットする。リンチ･ピン
またはリテーナ･ナット（GM 4700の場合）で
固定する（図 11）。

4. デッキに油圧モータを取り付ける（図 10）。
Oリングを忘れずに、また、損傷させないよ
う注意して取り付ける。

5. スピンドルにグリスを注入する。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの管管管理理理
カッティング･デッキは出荷時に、刈り高 50
mm、ブレード･レーキ 7.9 mm に調整されてい
ます。また、左右の高さの差も、互いの ±0.7
mm以内に調整されています。

カッティング･デッキは、ブレードが当たって
もチェンバに変形が発生しない強度を持ってい
ます。しかし、硬いものがぶつかった後には、
ブレードに破損が発生していないか、また、ブ
レードの回転面に狂いが発生していないか、必
ず点検してください。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの検検検査査査

1. デッキから油圧モータを外し、カッティン
グ･デッキをトラクタから外す。
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2. ホイストを使うか（少なくとも2人がかり
で）カッティング･デッキを平らな作業台
の上に載せる。

3. ブレードの片方の端にマジックなどで印を
つける。以後、高さの点検はすべてこの印
のついた側で行う。

4. ブレードの印の付いているほうの端部を12時
の位置（車両進行方向）に向け（図 12）、
作業台の表面からブレードの切っ先までの高
さを測定する。

G0113536:00

12:00

9:00 3:00

図図図 121212

5. 印の付いている端部を3時の位置と9時の位
置に向けて（図 12）それぞれ高さを測定
する。

6. 12時位置での測定値を、刈り高の設定値と比
較する。2つの値の差が 0.7 mm 以内であれ
ば合格とする。3 時の位置と 9 時の位置で
の測定値は、12時の値よりも 3.8 ± 2.286
mm 高く、左右の値の差が 2.3mm 以内であれ
ば合格とする。

上記の範囲から外れている場合には、13ページ
の「ブレード回転面の調整」を行ってくださ
い。

ブブブレレレーーードドド回回回転転転面面面ののの調調調整整整

まず前を調整する（１度に1つのブラケットを
調整する）。

1. 刈り高ブラケット（前、左、右のうち1つ）
をデッキのフレームから外す（図 13）。

2. デッキのフレームとブラケットとの間に
1.5 mm または 0.7 mm のシムを入れて調整
する（図 13）。

図図図 131313

1. 刈高ブラケット 2. シム

3. 余ったシムを刈り高ブラケットの下に入
れ、刈り高ブラケットをデッキのフレーム
に取り付ける。

4. ソケット･ヘッド･ボルト/スペーサとフラン
ジ･ナットを固定する。

注注注 ソケット･ヘッド･ボルトとスペーサと
は、デッキ･フレームの内側に落ちないよう
にロクタイトで接着しています。

5. 12時位置での高さを測定し、必要に応じて
調整を行う。

6. 左右の刈り高ブラケットの両方ともに調整
が必要か、片方のみの調整でよいか判断す
る。3時または9時での測定値が、新たに計
測した12時での値よりも 3.8 mm ± 2.2 mm
高い場合には、その側の調整は不要である。
反対側を調整して、適正側の測定値との差
を ± 2.2 mm 以内にする。

7. 上記1～3を繰り返して左右の刈り高ブラケッ
トに必要な調整を行う。

8. キャリッジ･ボルトとフランジ・ナットを固
定する。

9. もう一度、12時、3時、9時位置で高さの測
定を行って確認する。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取
れていない、磨耗した、曲がったなどの場合に
は新しいものと交換してください。安全を確保
し、適切な刈りを行うために、ブレードは必
ず Toro の純正品をお使いください。他社のブ
レードを使用すると危険な場合がありますから
絶対にやめてください。

1. カッティング･デッキを一番高い位置まで上
昇させ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを
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掛ける。カッティング･デッキが落下しない
ように支持ブロックでサポートする。

2. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使っ
てブレードの端部をしっかり握る。スピンド
ルのシャフトからブレードボルト、芝削り防
止カップ、ブレードを取り外す（図 14）。

G011355

1

2

図図図 141414

1. ブレードボルト 2. 芝削り防止キャップ

3. ブレードを取り付ける時は、セール（立ち
上がっている部分）がカッティング･デッキ
の天井を向くように取り付け、芝削り防止
カップをつけてブレード・ボルトで固定する
（図 14）。各ブレード・ボルトを 85～110
ft.-lb（115～150 Nm = 11.7～15.2 kg.m）
にトルク締めする。

危危危険険険

磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、
回回回転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが
起起起こここるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険
ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 破破破損損損しししたたたりりり割割割れれれたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは絶絶絶対対対ににに
溶溶溶接接接ででで修修修理理理しししななないいいこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは必必必ずずず
交交交換換換すすするるる。。。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ととと研研研磨磨磨
1. カッティング･デッキを一番高い位置まで上

昇させ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを
掛ける。カッティング･デッキが落下しない
ように支持ブロックでサポートする。グラン
ドマスター 3500-D と 3500-Gでは、サービ
スラッチを使用してデッキを固定する。

2. ブレードの切っ先を注意深く観察、特に、
直線部と曲線部が交わる部分をよく観察する
（図 15）。この、直線部と曲線部の交差域

は、砂などによる磨耗が進みやすい部分なの
で、機械を使用するまえによく点検すること
が必要。磨耗が大きい場合には（図 15）危
険であるから交換する；「ブレードの取り
外し」を参照。

危危危険険険

ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドののの
セセセーーールルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすす
るるる（（（図図図 151515）））。。。こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最
終終終的的的にににはははブブブレレレーーードドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの
下下下かかかららら飛飛飛びびび出出出ししし、、、こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲
ののの人人人ににに重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

••• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期
的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

••• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは
必必必ずずず交交交換換換すすするるる。。。

図図図 151515

1. 刃先 3. 磨耗や溝や割れの発生

2. セール部

3. 全部のブレードの切っ先を丁寧に点検する。
切っ先が鈍くなっていたり欠けていたりし
た場合には研磨する。研磨は刃先の上面だ
けに行い、刃の元々の角度を変えないよう
に十分注意する（図 16）。ブレードの左右
を均等に削れば、バランスを狂わすことな
く研磨を行うことができる。

図図図 161616

1. この角度を変えないように研磨すること

4. ブレードが真っ直ぐか曲がっているかを点
検するには、平らな面において端部を観察す
る。ブレードの両端部が中心部よりもわずか
に下がっており、刃部がブレードのヒール部
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（かかと、後部）よりも下がっているのが正
しい形状である。このような形状であれば、
刈りあがりがきれいで、しかもエンジンのパ
ワーを浪費しない。逆に、両端部が中央部よ
りも高くなっていたり、刃部がヒール部より
も高くなっている場合、そのブレードは変形
しているので交換すること。

5. ブレードを取り付ける時は、セール（立ち
上がっている部分）がカッティング･デッキ
の天井を向くように取り付け、芝削り防止
カップをつけてブレード・ボルトで固定す
る。各ブレード・ボルトを 85～110 ft.-lb
（115～150 Nm = 11.7～15.2 kg.m）にトル
ク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの停停停止止止ににに要要要すすするるる時時時間間間ををを
確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

ブレード回転スイッチを ＯＦＦ にしてからお
よそ 5 秒以内にカッティング･デッキのブレー
ドが完全に停止する必要があります。

注注注 ブレードが物を跳ね飛ばしたりホコリを巻
き上げたりしないよう、この点検は、きれいに
刈り込んだターフの上または平らな床の上で
行ってください。

停止時間を確認する時は、一人の人間がデッキ
の後方に、少なくとも 6ｍ 離れて立ち、カッ
ティング･デッキを見てブレードが停止するタ
イミングを見極めます。もう一人の人が運転
席に座り、カッティング･デッキのスイッチを
切ってからブレードが完全に停止するまでに掛
かった時間を計ります。停止に要する時間が 7
秒以上の場合は、ブレーキ･バルブの調整が必
要です。この調整は Toro 代理店に依頼して
行ってください。

前前前ロロローーーラララののの整整整備備備
前ローラに磨耗や過剰なガタ、固着などが発生
していないか点検してください。これらの症状
が見られたら、ローラの整備を行うか、必要部
材の交換を行ってください。

前前前ロロローーーラララののの分分分解解解

1. ローラ取り付けボルトを外す（図 17）。

2. ローラ･ハウジングの端部からポンチを差し
込み、ベアリングのインナー･レースを均
等に叩き込んで、ベアリングを反対側にた
たき出す。インナー･レースのリップが、
1.5 ｍｍ 露出しているのが適切である。

G0113561
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図図図 171717

1. 前ローラ 3. ベアリング

2. 取り付けボルト 4. ベアリングスペーサ

3. 2 つ目のベアリングはプレスを使って抜く。

4. ローラ･ハウジング、ベアリング、ベア
リング･スペーサに破損がないか点検する
（図 17）。破損している部品を交換し、組
み立てを行う。

前前前ロロローーーラララののの組組組みみみ立立立ててて

1. 第一のベアリングをローラ･ハウジングに押
し込む（図 17）。アウター･レースのみを押
すか、インナー･レースとアウター･レース
を均等に押すかする。

2. スペーサを入れる（図 17）。

3. 第二のベアリングをローラ･ハウジングに入
れる（図 17）；このときは、インナー･レー
スがスペーサに接触するまで、インナー･
レースとアウター･レースを均等に押す。

4. ローラ･アセンブリをデッキ･フレームに組
み付ける。

重重重要要要 ロロローーーラララ･･･アアアセセセンンンブブブリリリををを組組組みみみ付付付けけけるるるとととききき、、、
1.51.51.5 mmmmmm 以以以上上上ののの隙隙隙間間間をををつつつくくくるるるとととベベベアアアリリリンンングググ
ののの側側側面面面ににに負負負荷荷荷がががかかかかかかりりり、、、ベベベアアアリリリンンングググががが早早早期期期
ににに損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすすかかかららら注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。

5. デッキ･フレームのローラ取り付けブラケッ
トとローラ･アセンブリとの間のすきまが
1.5 mm 以下であることを確認する。隙間
が15 mm 以上ある場合は、直径 5/8インチ
（15.8 mm）のワッシャを必要なだけ入れて
隙間を埋める。

6. 全部のボルトを 108 Nm（11 kg.m）にトル
ク締めする。
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保保保管管管
カッティング･デッキをトラクションユニット
から外した場合は、必ずスピンドルの上部にス
ピンドル･プラグを取り付けてホコリや水の浸
入を防止してください。
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープサイクルバッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。 一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。 バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。 本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効
期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に対す
る免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対する有効
期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容が当ては
まらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定めら
れたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参
照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用さ
れません。くわしくは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカー
からの書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された Toro 製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげの Toro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へお
たずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワラ
ンティー社へ直接お問い合わせください。

374-0253 Rev A


